
いざな

一わかまち歴史満祐、定むとの文化遺産への掃い－

ミュージアム都留からのお知らせ

閏同職墨彩画厩∴∴∴∴今展示会に入場され覇の中から抽選で3名の方に

愈駒㊥用飽田網勘爆雷　増田函館の嚢彩固辞繍大畑作品をプレゼントします。

平成元年に逝去した増田誠の没後20年にちなみ、画伯の

作品のうちから、墨彩画を展示します。ぜひご観覧ください。

厳膏

「信玄公祭り」

「呑舟」は、増田画伯が墨

彩画に使っていた号です。／

画伯が墨彩画に取り組

み始めたのは1984年頃か

らです。墨絵に以前から

興味があり、1983年に帰

国された御子息が書道を

始められたこともきっか

けの一つになっています。

その後、油彩画と平行

して墨彩画を描かれ、日

本の祭りやパリの風景、

画伯の得憲とする「ムッ

シュー」の作品が生まれ

ました。

時　間　午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで） 

観覧料　一般　　　　300円（210円） 

高・大学生　200円（140円） 

小・中学生100円（70円） 

※（）内は20名以上の団体料金です。 

休館日　毎週月曜日、第3火曜日、祝日の翌日 

間合先　ミュージアム都留　℡（45）8008 

汝回の企画展のお知らせ 

開館的周年特別展　天野闘三と品川台場展 

会　期1∴0∴月1日（木）～1∴1月29日（目） 

甲州擬制擬都欝甫撹）に生まれ、幕末から閑治にか 

げで、品川台場の建議や伊豆下問ほか各地の災害救援 

漆ど多くの事業や社会活動を行い、「義侠の入」と穂え 
iられた天野閲三の功績や遺品、所蔵の美術品な空を紹 
i介します。 

増田誠画伯を偲ぶ展　第2期
～増田画伯愛蔵作品展～

増田画伯のアトリエに飾られていた作品を中心に

展示します。画伯が手元に残した作品です。ぜひ一

度、美術館に足を運んではいかかでしょうか。

会　期　9月27日（日）まで

開館時間　午前9時～午後4時30分

会　場　増田誠美術館（ふるさと会館2階）

休館日　月曜日、第3火曜日、祝日の翌日
＜作品の紹介＞

闘牛士の持つ赤い布に突進し

ようとする牛。牛とそれを凝視

；する観客、闘牛場の張詰めた一

蛸瞬を描いた作品です。
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